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Beyond 5Gを活用した安全かつ効率的な
クラウドロボティクスの実現

研究概要：Beyond 5G無線通信ネットワークと次世代エッジクラウドコンピューティングを基盤として、セン
サ数や計測精度、計算・通信リソースの限界に起因する不確実性を確率事象としてデジタル化し、将来
変化の予測を可能にする「確率的時空間デジタルツイン」の構築技術と、ロボットと周辺環境の将来変
化が安全性に与える影響をリスクとして評価、最小化するロボット制御技術を創出し、多数の人とロボッ
トが安全・効率的に協働する世界を実現する。

社会課題

安全・高効率なロボットシステムを
提供し、ロボットの社会実装を拡大
・人と共存・協働可能な安全
・熟練者を凌駕する作業効率

計測、認識、予測、制御で
生じる"不確さ"を確率的に
取り扱う新しいCyber-
Physical Systemの実現
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状態
センシング

適応的３Dセンシング・転送技術

脳のマルチモーダル処理に
倣うオブジェクト認識技術

時空間確率場に基づく
エッジ／クラウド協調制御

確率的時空間デジタルツインを活用したロボット制御
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確率的時空間デジタルツインの構築

（一般課題007）


